
取扱説明書

こうさく

とりあつかいせつめいしょ

■仕様

名称 工作キット ハンダdeオルガン

型式 OEWK-001

入力電源 単３乾電池２本（別売）

サイズ W120mm×D80mm×H23mm

重さ 60g（電池を除く）

■保証規定（保護者の方へ）

        製品HPはこちら 　　　　　　　制作動画はこちら（YouTubeに接続）

株式会社オーテックエレクトロニクス
〒400-0215 山梨県南アルプス市上八田140-41

TEL:055-280-5252　　FAX:055-280-5255

(受付時間：月～金　9:00～18:00)

E-mail：support_oewk@oh-tec.com

URL：http://www.oh-tec.com

①本製品の到着後、７日以内にご連絡いただき欠品、初期不良の場合に限
り無償で交換対応させていただきます。
②次の場合は、上記期間内でも補償の対象となりません。また、修理をご依
頼の場合の諸費用は、お客様のご負担となります。
・輸送、移動時の落下、衝撃等により発生した場合。
・取扱が適正でないために発生した場合。
・火災、異常電圧、天災地変等による場合。
・組立時に発生した不具合による場合（ハンダ不良、部品挿入間違い等）。
③本製品の故障、またはその使用によって生じた直接、間接の損害について
は弊社はその責を負わないものとします。
④本保証規定は日本国内においてのみ有効です。



ないよう

　※足
た

りないものや壊
こわ

れているものがありましたら作
つく

る前
まえ

にご連絡
れんらく

ください！！

　※部品
ぶひん

の取付
とりつけ

については作
つく

り方
かた

を読
よ

んで行
おこな

ってください！

基板
きばん

×１個
こ

W120mm×D80mm×H1.6mm

押
お

しボタンスイッチ×８個
こ

可変抵抗器
かへんていこうき

5kΩ (音程調整用
おんていちょうせいよう

)×８個
こ

可変抵抗器
かへんていこうき

1kΩ (音量調整用
おんりょうちょうせいよう

)×１個
こ

スライドスイッチ×１個
こ

トランジスタ×３個
こ

コンデンサ×２個
こ

抵抗器
ていこうき

5.6kΩ 1/4W×1個
こ

 緑青黒茶茶
みどりあおくろちゃちゃ

抵抗器
ていこうき

2kΩ 1/4W×3個
こ

 赤黒黒茶茶
あかくろくろちゃちゃ

抵抗器
ていこうき

620Ω 1/4W×1個
こ

 青赤黒黒茶
あおあかくろくろちゃ

抵抗器
ていこうき

22Ω 1/2W×1個
こ

 赤赤黒金
あかあかくろきん

LED×1個
こ

電池
でんち

ボックス×1個
こ

スピーカー×1個
こ

ゴム足
あし

×4個
こ

⚠️
ハンダごての先

さき

は非常
ひじょう

に高温
こうおん

になるため、絶対
ぜったい

に触
さわ

らないでください

ハンダづけをするときは安全
あんぜん

のため、必
かなら

ず保護
ほご

メガネをしてください
⚠️

かた

はんだごて　　　こて台
だい

　　　ラジオペンチ　　　ニッパー　　　保護
ほご

メガネ

用意
ようい

するもの

ハンダづけのやり方
かた

①ハンダごての先
さき

にハンダを

つけて、ハンダが解
と

けること

を確認
かくにん

します

②基板
きばん

のランドをハンダごての先
さき

で

５秒
びょう

くらい温
あたた

めます

※ハンダこてを当
あ

てすぎると、基板
きばん

や部品
ぶひん

を傷
いた

めてしまう恐
おそ

れがありま

すのでご注意下
ちゅういくだ

さい

③温
あたた

めたランドにハンダを押
お

し

込
こ

むようにして、基板
きばん

の穴
あな

にハン

ダをとかして流
なが

し込
こ

みます

④ハンダが基板
きばん

の穴
あな

に流
なが

れ込
こ

ん

だ後
あと

、ハンダを離
はな

します

⑤ハンダを離
はな

した後
あと

に、

ハンダごてを離し
はな

ます

⑥基板
きばん

から１～２ｍｍほどの部分
ぶぶん

で部品
ぶひん

の足
あし

をニッパーで切
き

ります

ランド…穴
あな

の周
まわ

りの銀色
ぎんいろ

の部分
ぶぶん

ハンダ

部品の足

ハンダこて先

基板

部品の足

基板

1～2mm

部品の足を切った後

部品の足

ハンダこて先

基板

ランド

ハンダ ハンダこて先

部品の足

ハンダこて先

基板

ハンダ

部品の足

ハンダこて先

基板

ランド



⚠️ 注意
ちゅうい

するポイント⚠️

部品
ぶひん

の位置
いち

を間違
まちが

えると動
うご

きません

基板
きばん

にさす向
む

きはどちらでも大丈夫
だいじょうぶ

です！

緑青黒茶茶
みどりあおくろちゃちゃ

青赤黒黒茶
あおあかくろくろちゃ

赤赤黒金
あかあかくろきん

赤黒黒茶茶
あかくろくろちゃちゃ

④ハンダづけをします ⑤ニッパーで部品
ぶひん

の足
あし

を切
き

ります

①位置
いち

と色
いろ

の確認
かくにん

③動
うご

かないように裏側
うらがわ

の足
あし

を

曲
ま

げておきます

つく かた

緑青黒茶茶
みどりあおくろちゃちゃ

青赤黒黒茶
あおあかくろくろちゃ

赤赤黒金
あかあかくろきん

赤黒黒茶茶
あかくろくろちゃちゃ

→水色
みずいろ

(R2)

→黄色
きいろ

(R5)

→赤色
あかいろ

(R1,R3,R4)

→オレンジ(R6)

⑤ニッパーで部品
ぶひん

の足
あし

を切
き

る

②穴
あな

に合
あ

わせてラジオ

ペンチで足
あし

を曲
ま

げ、基板
きばん

に

挿
さ

します

⚠️ 注意
ちゅうい

するポイント⚠️

向
む

きを間違
まちが

えると動
うご

かなかったり、光
ひか

らなかったりします
トランジスタ LED

まっすぐな方がK

丸い方がAです！

気を付けてください

順番
じゅんばん

①位置
いち

を確認
かくにん

②穴
あな

に足
あし

を差
さ

し込
こ

む

③ハンダづけをする

④ニッパーで部品
ぶひん

の足
あし

を切
き

る

※向
む

きに注意
ちゅうい

LEDをD1にハンダづけをします

※向
む

きに注意
ちゅうい

コンデンサをC1,C2に
ハンダづけをします

トランジスタをQ1,Q2,Q3に
ハンダづけをします

スライドスイッチをSW9に
ハンダづけをします

つく かた



SW1～SW8に押
お

しボタン

スイッチを好
す

きな色
いろ

に並
なら

べて

ハンダづけをします

VR1～VR8に可変抵抗器
かへんていこうき

を

並
なら

べて、ハンダづけをします

VR9に可変抵抗器を
ハンダづけします

※部品
ぶひん

が似
に

ているので注意
ちゅうい

してください

⚠️  注意
ちゅうい

するポイント   ⚠️

部品
ぶひん

の足
あし

の位置
いち

と基板
きばん

の穴
あな

を確認
かくにん

すること

つく かた

「＋」の向
む

きに注意
ちゅうい

電池
でんち

ボックスの裏面
うらめん

についている両面
りょうめん

テープをはがし

て、BT１に差
さ

し込
こ

み、はんだづけします

スピーカーをBZ1に差
さ

し

込
こ

み、ハンダづけをします

両面テープ

つく かた

両面
りょうめん

テープ

電池
でんち

ボックスの裏面
うらめん

についている両面
りょうめん

テープを基
きば

板
ん

につけてからハンダづけをします！

「＋」の位置
いち

注意
ちゅうい

スピーカーの裏面
うらめん

の「＋」のマークを基板
きばん

のBZ1の

右側
みぎがわ

にある「＋」のマークに合
あ

わせます！

両面テープ

⚠️ 注意
ちゅうい

するポイント⚠️



ハンダづけを忘
わす

れているところがないか確認
かくにん

できたら、

基板
きばん

の裏側
うらがわ

の四隅
よすみ

にゴム足
あし

をつけて完成
かんせい

です✨

つく かた どうさ

チェックの手順
てじゅん

1. 単三乾電池
たんさんかんでんち

2本
ほん

を電池
でんち

ボックスに入
い

れる

2. 電源
でんげん

（SW9）をONにする！

    LEDが点灯
てんとう

し、スイッチ（SW1～8）を押
お

すと音
おと

が出
で

ることを確認
かくにん

    音
おと

が小
ちい

さいときはボリューム（VR9）を右
みぎ

に回
まわ

し、音量
おんりょう

を上
あ

げる

3. 音程
おんてい

を調節
ちょうせつ

する

    可変抵抗器
かへんていこうき

（VR1～VR8）を回
まわ

すと調節
ちょうせつ

できる

音程が低くなる 音程が高くなる

1.

(+).(-)に注意！

＋ －

＋－
2.

電源ON!

3.

音程を調節！

おんてい ひく おんてい たか

ちゅうい

おんてい ちょうせつ

でんげん

音量が小さくなる 音量が大きくなる
おんりょう おんりょうちい おお



工作
こうさく

キット ハンダdeオルガンの回路図
かいろず

を見
み

てみよう！

回路図
かいろず

とは…！「部品
ぶひん

と部品
ぶひん

のつながりを示
しめ

すもの」だよ！

うご ばあい かいろず

それぞれの部品
ぶひん

に決
き

められた記号
きごう

を使
つか

って回路
かいろ

を表
あらわ

したもので、

基板
きばん

とは違
ちが

う配置
はいち

になっているが同
おな

じようにつながれている

電気
でんき

は、「＋」→「－」へ流
なが

れる

途中
とちゅう

で途切
とぎ

れてしまうと電気
でんき

が流
なが

れないため動
うご

かないよ！

確認
かくにん

方法
ほうほう

1. 部品
ぶひん

の位置
いち

は合
あ

っているか確認
かくにん

2. 部品
ぶひん

の向
む

きが合
あ

っているか確認
かくにん

3. 乾電池
かんでんち

の向
む

きが合
あ

っているか確認
かくにん

4. はんだ付
づ

けの状態
じょうたい

は問題
もんだい

ないか確認
かくにん

R1,R3,R4 R2 R6 R5 

＋ －

＋－

＋－

＋ －

青赤黒黒茶
あおあかくろくろちゃ

赤赤黒金
あかあかくろきん

緑青黒茶茶
みどりあおくろちゃちゃ

赤黒黒茶茶
あかくろくろちゃちゃ

まっすぐな方
ほう

がAになっている

丸
まる

い方
ほう

がKになっている

まっすぐな方
ほう

がQ1,Q2,Q3に

なっている

丸
まる

い方
ほう

がECBになっている

全
すべ

てハンダづけされている

隣
となり

とくっついていない

ハンダづけされていない

ハンダが隣
となり

とくっついている

丸
まる

い方
ほう

がAになっている

まっすぐな方
ほう

がKになっている

丸
まる

い方
ほう

がQ1,Q2,Q3になっている

まっすぐな方
ほう

がECBになっている



部品写真
ぶひんしゃしん

名称
めいしょう

回路図記号
かいろずきごう

部品
ぶひん

の説明
せつめい

押
お

しボタン

スイッチ

押
お

している間
あいだ

だけ電子
でんし

回路
かいろ

がつながって電
でんき

気

が
なが

流れる部
ぶひん

品

スライドスイッチ
ONすると電池

でんち

から電子回路
でんしかいろ

に電気
でんき

が流
なが

れ、

OFFすると電池
でんち

からの電気
でんき

を止
と

める部品
ぶひん

トランジスタ
電子回路
でんしかいろ

の中
なか

で信号
しんごう

の増幅
ぞうふく

またはスイッチン

グすることができる半導体
はんどうたい

部品
ぶひん

コンデンサ 電気
でんき

を蓄
たくわ

えたり、放出
ほうしゅつ

したりする部品
ぶひん

各種
かくしゅ

抵抗器
ていこうき 電気

でんき

を流
なが

れにくくして、電気
でんき

の量
りょう

を調整
ちょうせい

する

部品
ぶひん

可変抵抗器
かへんていこうき つまみを回

まわ

すことで抵抗値
ていこうち

を変
か

えらえる抵抗
ていこうき

器

LED 電気
でんき

を流
なが

すと光
ひか

る性質
せいしつ

を持
も

つ半導体
はんどうたい

部品
ぶひん

電池
でんち

ボックス 電池
でんち

を入
い

れる箱
はこ

スピーカー
電気信号
でんきしんごう

を振動
しんどう

に変
か

えることで、耳
みみ

や身体
しんたい

で

感
かん

じる音
おと

を作
つく

り出
だ

す部品
ぶひん

かくぶひん

電源回路
でんげんかいろ

について

① 電池
でんち

ボックス（BT1）に電池
でんち

をセット

② スライドスイッチ（SW9）をONにする

③ 抵抗器
ていこうき

（R4）が電気
でんき

の量
りょう

を調節
ちょうせつ

して流
なが

してくれる

④ LED（D1）が光
ひか

る

①電源
でんげん

ボックス

②スイッチ

③抵抗
ていこう

④LED

かいせつ



①押
お

しボタンスイッチ

②音程調整
おんていちょうせい

をする

可変抵抗器
かへんていこうき

鍵盤部分
けんばんぶぶん

の回路
かいろ

かいせつ

①押
お

しボタンスイッチ（SW1～8）を押
お

すと音
おと

が鳴
な

る

②音程
おんてい

の高
たか

さを調節
ちょうせつ

する

・調節
ちょうせつ

したい押
お

しボタンスイッチ（SW1～8）を押
お

しながら、可
か

変
へん

抵抗器
ていこうき

（VR1～8）を回
まわ

して調整
ちょうせい

する

例
れい

：SW1の場合
ばあい

→VR1を回
まわ

して調整
ちょうせい

・押
お

しボタンスイッチ（SW1～8）を押
お

しながら、左
ひだり

に回
まわ

すと音
お

程
んてい

が低
ひく

くなり、右
みぎ

に回
まわ

すと音程
おんてい

が高
たか

くなる

※１つずつ押
お

して調整
ちょうせい

してください！

③もう一度、押しボタンスイッチを押
お

すと調整
ちょうせい

した音
おと

が解説
かいせつ

３

の回路
かいろ

に行
い

き音
おと

が鳴
な

る

音程が低くなる 音程が高くなる
おんてい ひく おんてい たか



音
おと

を出
だ

すための周波数
しゅうはすう

を作
つく

っている回路
かいろ

について

押
お

しボタンスイッチを押
お

していないとき 押
お

しボタンスイッチを押
お

しているとき

かいせつ

抵抗器

コンデンサ

トランジスタ

可変抵抗器（ボリューム）

スピーカー

押
お

しボタンスイッチが押
お

されていないとき　黄色
きいろ

押
お

しボタンスイッチが押
お

されたとき　水色
みずいろ

⇔黄色
きいろ

①押
お

しボタンスイッチが押
お

されると水色
みずいろ

に電気
でんき

が流
なが

れる

②コンデンサ（C1）が充電
じゅうでん

されるとコンデンサ（C2）が放電
ほうでん

され、黄色
きいろ

に電気
でんき

が流
なが

れる

③コンデンサ（C2）が充電
じゅうでん

されるとコンデンサ（C１）が放電
ほうでん

され、今度
こんど

は水色
みずいろ

に電気
でんき

が流
なが

れる

④押
お

しボタンスイッチを押
お

している間
あいだ

はずっと②と③を繰り返
かえ

す

⑤この交互
こうご

の切
き

り替
か

わりが周波数
しゅうはすう

を作
つく

っている

⑥この周波数
しゅうはすう

をスピーカーが音
おと

に変換
へんかん

している



CH1

CH2

CH3

周波数
しゅうはすう

を見
み

てみよう！

測定
そくてい

ポイント

（POS-4により測定
そくてい

）

かいせつ

①

②

③

POS-4という機械
きかい

を使
つか

って、周波数
しゅうはすう

を見
み

てみよう！

周波数
しゅうはすう

とは、「波
なみ

の繰
く

り返
かえ

し」のこと！

周波数
しゅうはすう

が変化
へんか

することで音程
おんてい

が変
か

わる

②と③を比
くら

べると③のほうが波
なみ

が細
こま

かいのがわかる

（高
たか

い音
おと

ほど周期
しゅうき

は短
みじか

く、周波数
しゅうはすう

は大
おお

きくなる）

①鍵盤
けんばん

を押
お

していないとき

②低
ひく

いドの鍵盤
けんばん

を押
お

しているとき

③高
たか

いドの鍵盤
けんばん

を押
お

しているとき

こんな人
ひと

にPOS-4はおすすめ！

・音程
おんてい

による周波数
しゅうはすう

の変化
へんか

を見
み

たい人
ひと

・回路
かいろ

をもっと詳
くわ

しく知
し

りたい人
ひと


